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１．概要（Summary ） 

血中循環がん細胞（CTC）を採取するための，微粒

子分離マイクロ流体チップならびに自動細胞回収装

置の開発を行う．微粒子配列方法の１つである移流集

積技術とマイクロ流体チップを併用し，血液中の CTC
を全血から前処理等の煩雑な操作を要せずに検出・分

離することを目指す．正常血液にがん細胞をスパイク

したモデル系において，高いトラップ率を確認してお

り，さらになるマイクロ流路の形状の最適化により

90％以上のトラップ率を目指す． 
 

２．実験（Experimental） 
移流集積法で微粒子を分離するために，「22. レー

ザー描画装置」を用いて複数のマイクロピラーを有す

るオープン型マイクロ流体チップを作製した． 
 
３．結果と考察（Results and Discussion） 

マイクロ流体チップ上のピラーパターンは，CTC
のトラップ率に大きな影響を及ぼす．一般的に CTC
の大きさが 15±10 µm であることに比べ，赤血球と白

血球の大きさはそれぞれ6 ~ 8 µm, 10 ~ 12 µmと言わ

れる．この情報を基に３種類のピラーパターン（ピラ

ー間隙：6，7，8 µm）を作製した．リン酸バッファ

ー生理食塩液（PBS：Phosphate Buffered Saline）
200 µL にヒト胃がん由来の細胞株 GCIY-EGFP を懸

濁し，疑似臨床検体サンプルとして分離実験を行った．

処理速度 57.1 µL/min の下，がん細胞がマイクロ流体

チップ上に捕捉されるトラップ率を評価した結果，ピ

ラー間隔 6 µm，7 µm では，100 %に近いトラップ率

を得ることができた．しかし，間隔が 8 µm ではトラ

ップ率が低く，ピラー間隔をがん細胞がすり抜けたこ

とによる細胞ロストが観察された． 
一方，捕捉されたがん細胞を Trypan Blue アッセイ

にて生存率を評価した結果，80％以上と高いがん細胞

の生存を確認した．このことから，本がん細胞分離・

濃縮デバイスは希少がん細胞を生きたまま回収でき

る可能性が示された．現在，正常血液にがん細胞をス

パイクしたモデル系においても，その有効性を示され

つつある． 
 
４．その他・特記事項（Others） 
 本装置利用に際して名古屋大学大学院工学研究科，

新井史人教授に，多くのご配慮とご支援を頂きました． 
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